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報告
年 月 日受付 年 月 日受理
年 月 日から 月 日にかけて 南極半島クル ズツア に講
師として参加した 日本人観光客に向けて南極の生態系に関する講義をするなか
現在南極観光船において取り組まれている外来種対策を体験する機会を得た 外
来種対策は主に 装備品の管理 上陸前のオリエンテ ション 上陸時および帰船








在 年間 万 千人を超える観光客が南極を訪れている
国際南極旅行業協会 観光活動や観測活動が生態系に
与える負の影響が危惧されているなか 亜南極や南極半島域では数 の外来種が報告されて




































: From February rd to th in , the author participated in a cruise on
the Antarctic Peninsula as a lecturer. While giving the lectures on Antarctic ecology,
the author had an opportunity to learn the biosecurity measures being implemented on
board the tourist ship in order to minimize the risk of biological invasion into Antarc-
tica. The measures were classiﬁed into three major systems, management of clothing
and equipment, orientation prior to landing, and boot-cleaning systems prior to the
departure and upon returning back to the ship. The lectures and practices of these
biosecurity measures were well organized and are a good reference for the Japanese
Antarctic Research Program to introduce into their activities.
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筆者は南極の外来種に関する研究を進めるなかで 年 月 日から 月 日にかけ




ウシュアイア港 アルゼンチン から出港する南極半島クル ズの期間は 年 月
日から 月 日の 日間であった 図 表 日本人要員 名 添乗員 名 講師 名
調理師 名 及び日本人観光客 名の計 名がアメリカのクォ ク エクスペディショ
ン社 以下 クォ ク社 が運航する耐氷船 クリッパ アドベン
チャ 図 に乗船した 本クル ズツア は日本国内の旅行業者によるチャ タ 企画
であり 乗客は全員日本人であったが 船の運航及び観光活動については全てクォ ク社が
契約している船員及びスタッフにより行われた 本クル ズにおける日本人要員及び観光客
による南極半島域内の観光活動については 渡航前に全員が南極環境保護法第 条第 項に
基づく届出書を環境大臣に提出している
日本人要員及び観光客は 年 月 日午後にウシュアイア港で クリッパ アドベ
ンチャ に乗船し 船は夕刻に出港した ドレ ク海峡や南大洋を航行する 日間は 南
極の自然や歴史などについての講義や 現場行動や環境保護に関するオリエンテ ションな
どが観光客向けに開催された 日目から南極半島域において観光が開始され ミケルセ
ン ハ バ シエルヴァ コ ブ ダンコ島 ネコ ハ バ ピ タ マン島 ポ ト
ロックロイを歴訪しての活動が行われた 回の上陸にかかる時間は 時間から 時間であ
り 観光客はその間自由に歩き回ることができるが 危険な行為や南極条約で定められた規
則違反などが行われないようクォ ク社スタッフ数名が常に監視していた 日目はデセプ
ション島とハ フム ン島への観光が予定されていたが 悪天候のため予定を変更し 終日
船内でビデオや映画鑑賞を行った 日目と 日目はウシュアイアに向けて北上を続け 再
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航路図 左 ウシュアイアから南極半島 右 南極半島内での航路と上陸地点
南極半島観光ツア の日程
日本人要員及び観光客は 乗船後にパルカと呼ばれる新品の防寒上着をクォ ク社から支
給された 同時に 野外上陸時に使用する長靴が個人に貸し出された 長靴は回収された後

















Fig. . The cruise route. Left: From Ushuaia to Antarctic Peninsula, Right: The cruise route
and landing sites on the Antarctic Peninsula.











ており それらについては全て 上陸活動開始前に船内においてクォ ク社スタッフによる
検査及び付着物除去作業が行われた 今回乗船した クリッパ アドベンチャ では
クォ ク社スタッフ 名が 名ずつに分かれ それぞれ観光客及び日本人要員の装備品 主
に服やリュック に種子などの付着がないかどうかを目視でチェックし ポケットやリュッ
















“ ”Fig. . The cruise ship, Clipper Adventure .









うに感じられた 全体の作業もスム ズに進行し クォ ク社スタッフは 時間程度で日本
人乗客全ての検査及び作業を終えていた このように 観光船においては 乗客及び全ス
タッフが野外で身につける装備品について 観光活動が開始される前に比較的厳重に管理さ
れていた
上陸しての観光活動が始まる前日の クル ズ 日目 月 日 には乗客全員を集め 現
場行動や環境保護に関するオリエンテ ションが開催された 南極上陸に際してのゾディ
アックボ トの利用方法 国際南極旅行業協会 以下 ガイドライン ならびに南
極生態系の重要性とその保護について クォ ク社スタッフによるパワ ポイントを用いた
説明が行われた 外来種問題に特化したテ マはなかったが 各テ マ内に 外来種に関す
る内容が含まれていた オリエンテ ションは全体で 時間程度で終了し その後は前述し
たように グル プに分かれて外来種対策の装備品検査と付着物除去作業が行われた
ここで オリエンテ ションのなかでも外来種に比重を置いた から提供された
ガイドラインについての講義内容を詳しく紹介する まず 南極の生態系の保護 南極にお
ける危険防止対策 環境保護について説明が行われた その後 外来種問題についての説明
があり 主に国際極年のプロジェクト の研究目的やその予備調査結果が
紹介された プロジェクトでは 人 が持ち込んでいる可能性のある繁
殖体 高等植物の種子など が南極の自然環境に与える負荷の大きさを評価することを目的
として 国際極年にあたる シ ズンにおいて 南極大陸及び亜南極の島 へ向かう
船舶や航空便から一斉に 大規模サンプリングを行った 日本もこれに参画し 第 次日本
南極地域観測隊においてデ タを収集している オリエンテ ションで紹介された本プロ
ジェクトの予備調査結果では 様 な繁殖体が装備品に付着していることがわかり 特に靴
底や靴紐の間 ベルクロテ プやズボンの裾 ポケットなどから多くの種子が検出されてい
た その予備結果をもって は シ ズンに開始した
を 年に改訂し 現在 南極半島観光ツア に参加する全スタッフ及び乗客に全ての装備
品の厳重な検査を義務づけている オリエンテ ションを受け その後の装備品の検査を終了
すると 最終的に全乗客は自身の装備品に関して
図 への署名を求められていた 野外での観光活動を開始する前にオリエンテ ションを
受講することで 観光船が取り組んでいる外来種対策に対する理解を深め その後の作業へ
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観光客が耐氷船から南極域に上陸する際は 常にゾディアックボ トを使用する ゾディ
アックボ トに乗る直前に 船外への出入口通路に敷かれた殺菌剤を染みこませたマットの
上を歩くことにより 靴底のバクテリアや細菌を船外に持ち出さないようにしている 図
また 再び船に戻る際には ゾディアックボ トに乗る前に 近くの水たまりや海辺で














Fig. . Disinfectant pad.













い場の洗浄液は 船外活動がある際には毎回入れ替えられていた 観光客は皆 指示された
通りに現地で長靴を洗い 船上に戻った際には再度丁寧に足洗い場で靴の汚れを落としてい
た このブ ツクリ ニングシステムでは 細菌や種子の南極への持ち込みだけではなく
南極からの持ち出しをも防ぐことができる また 南極域内の上陸地間でのクロス コンタ
ミネ ションを防止する上でも 非常に有効な手段であると考えられる
筆者は同行者として第 次隊に参加した経験がある 自身が経験した南極における野外













































講師としてクル ズツア に参加するにあたり 雇用して下さった読売旅行社 快く資料
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